
○論点

・設置は本年７⽉２６⽇
・とりまとめは本年中（予定）

○趣旨
熊本地震を教訓とし、「平成２８年熊本地震に

係る初動対応検証チーム」の検証結果も踏まえ、
災害時における応急対策・⽣活⽀援策の強化を検
討するため、中央防災会議に設けられている防災
対策実⾏会議の下にワーキンググループを設置す
る。
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○メンバー

熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策検討ワーキンググループ

・⼤規模地震における⾃治体⽀援のあり⽅
・⼤規模地震を想定した事前の備え
・避難⽣活を改善するための措置
・物資⽀援のあり⽅
・⼤規模地震における⾃助・共助のあり⽅

など

○スケジュール

撮影箇所：南阿蘇村 提供：国土地理院

参考資料２ (内閣府(防災担当)資料)


